
















4-D コメント 

加藤の研究は,術後歴における不整脈の重要性を改めて示したものである。不整脈の発現頻

度にその検索法の差にもよるが,施設間の差があることも事実のようである。長嶋はこの点

について触れ,手術法や残遺症,続発症との関連も重要であると指摘した。今後は,多施設に

及ぶデータの解析も有用な資料となるであろう。 

長嶋は,小児では比較的稀な洞機能不全の例について詳細に検討しており,貴重な資料であ

る。 

小児におけるペースメーカ植込みには,まだ多くの問題があり,それらを含めた長期に亘る

追跡研究を望みたい。 

新村は,昨年に引き続き WPW 症候群についての調査を行った。今回注目された点として,デ

ルタ波の消失が必ずしも頻脈発作の消失と同義でない,ことがあった。運動負荷への反応を

も含めた,さらに長期の観察が求められる。 


